
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：持続可能なエネルギーの利用に向けた 
材料の開発 

 

氏氏名名：：      栁栁生生  穂穂高高／／YYAAGGYYUU  HHoottaakkaa  EE--mmaaiill：：  hh--yyaaggyyuu@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会  

研研究究分分野野：：  低低温温物物理理学学、、材材料料工工学学  

キキーーワワーードド：：  超超伝伝導導、、太太陽陽電電池池  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  
・・材材料料合合成成  

 

研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題  

・・軽軽元元素素をを含含むむ超超伝伝導導体体のの開開発発  

・・PPbb フフリリーーののペペロロブブススカカイイトト型型太太陽陽電電池池のの開開発発  

  

研研究究シシーーズズ  

  環境を守りながらエネルギーを効率的に使用することが解決すべき社会の問題となっている。本研究では問題の解決

のために、軽元素を含む超伝導体の開発と Pb フリーのペロブスカイト型太陽電池の開発に取り組んでいる。 

 超伝導体は超伝導転移温度以下で、電気抵抗がゼロになる性質をもっており電気を損失なく運ぶことができるとされ

ている。現在、普及に至っていないのは超伝導転移温度が極低温のためであり、その向上が大きな課題である。1 つの

指針として軽元素を含む物質であれば超伝導転移温度が向上すると考えられており、中でも水素の金属化に成功すれ

ば室温にも到達するとの試算もある。しかし、水素の金属化は高圧などの技術的な問題があるため難しい。そこで、水

素を含んだ物質を合成し、超伝導化した際の水素の影響などを調べ疑似的な水素の金属化を試みている。 

  太陽電池は再生可能エネルギーとして注目されており、次世代を担うエネルギー源として期待されている。中でも、ペ

ロブスカイト型太陽電池はその製造過程や変換効率の点で有望視されている。ペロブスカイト型太陽電池は

MAPbX3(MA：メチルアンモニウム、X：ハロゲン)を母材とすることが多いが環境に有害である Pb を含んでいるという問題

点がある。そこで、Pb に変わる元素(Sn など)で太陽電池としての性能がどの程度変化するのか、より安全な代替元素

がないかを調査している。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：組織制御を用いた構造用金属材料の 
機械的特性向上に関する研究 

 

氏氏名名：：      森森  真真奈奈美美／／MMOORRII  MMaannaammii  EE--mmaaiill：：  mm--mmoorrii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本金金属属学学会会、、日日本本塑塑性性加加工工学学会会  

研研究究分分野野：：  材材料料工工学学  

キキーーワワーードド：：  組組織織制制御御、、機機械械的的特特性性、、ラライインンププロロフファァイイルル解解析析、、金金属属材材料料  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・組組織織制制御御をを用用いいたた金金属属材材料料のの機機械械的的特特性性改改善善にに関関すするる研研究究  

・・電電子子顕顕微微鏡鏡にによよるる組組織織観観察察にに関関すするる研研究究  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

研研究究課課題題  
 加加工工ププロロセセススをを用用いいたた生生体体用用 CCoo−−CCrr 合合金金のの高高強強度度化化にに関関すするる研研究究  

 準準安安定定ハハイイエエンントトロロピピーー合合金金のの加加工工熱熱処処理理にによよるる機機械械的的特特性性向向上上にに関関すするる研研究究  

 積積層層造造形形法法をを用用いいてて作作製製ししたた金金属属材材料料のの組組織織おおよよびび機機械械的的特特性性にに関関すするる研研究究  

  

研研究究シシーーズズ  
 近年、地球温暖化対策などの一環として CO2 削減などの取り組みが世界的に行われています。材料の高強度化は、

部品の小型化や薄肉化が可能となり、製品の軽量化ができることから環境負荷軽減のための重要な課題の一つとなっ

ています。 

 本研究室では、生体用 Co 合金や準安定ハイエントロピー合金などを対象とし、合金添加元素や加工熱処理を用いた

高強度化について研究を行なっています。例えば、図 1 に生体用金属材料として使用されている Co−Cr 合金に対し、

1200 ℃で熱間圧延した試料の室温引張試験結果を示します。熱間圧延材の 0.2％耐力や UTS は、加工前と比較して

約 2 倍に向上することが分かりました。また、電子顕微鏡や X 線・放射光・中性子回折によるラインプロファイル解析を

使用して組織解析を行うことにより高強度化メカニズム解析や合金設計を行っています。 

  

 

図 1 熱間圧延した生体用 Co−Cr 合金の機械的特性 (M.Mori et al., Acta Bio. 29(2015)215−224 より引用) 

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

走走査査型型電電子子顕顕微微鏡鏡  ビビッッカカーースス硬硬ささ試試験験機機  

透透過過型型電電子子顕顕微微鏡鏡  電電気気炉炉((〜〜11220000℃℃))  

XX 線線回回折折  万万能能試試験験機機  

光光学学顕顕微微鏡鏡    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：持続可能なエネルギーの利用に向けた 
材料の開発 

 

氏氏名名：：      栁栁生生  穂穂高高／／YYAAGGYYUU  HHoottaakkaa  EE--mmaaiill：：  hh--yyaaggyyuu@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会  

研研究究分分野野：：  低低温温物物理理学学、、材材料料工工学学  

キキーーワワーードド：：  超超伝伝導導、、太太陽陽電電池池  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  
・・材材料料合合成成  

 

研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題  

・・軽軽元元素素をを含含むむ超超伝伝導導体体のの開開発発  

・・PPbb フフリリーーののペペロロブブススカカイイトト型型太太陽陽電電池池のの開開発発  

  

研研究究シシーーズズ  

  環境を守りながらエネルギーを効率的に使用することが解決すべき社会の問題となっている。本研究では問題の解決

のために、軽元素を含む超伝導体の開発と Pb フリーのペロブスカイト型太陽電池の開発に取り組んでいる。 

 超伝導体は超伝導転移温度以下で、電気抵抗がゼロになる性質をもっており電気を損失なく運ぶことができるとされ

ている。現在、普及に至っていないのは超伝導転移温度が極低温のためであり、その向上が大きな課題である。1 つの

指針として軽元素を含む物質であれば超伝導転移温度が向上すると考えられており、中でも水素の金属化に成功すれ

ば室温にも到達するとの試算もある。しかし、水素の金属化は高圧などの技術的な問題があるため難しい。そこで、水

素を含んだ物質を合成し、超伝導化した際の水素の影響などを調べ疑似的な水素の金属化を試みている。 

  太陽電池は再生可能エネルギーとして注目されており、次世代を担うエネルギー源として期待されている。中でも、ペ

ロブスカイト型太陽電池はその製造過程や変換効率の点で有望視されている。ペロブスカイト型太陽電池は

MAPbX3(MA：メチルアンモニウム、X：ハロゲン)を母材とすることが多いが環境に有害である Pb を含んでいるという問題

点がある。そこで、Pb に変わる元素(Sn など)で太陽電池としての性能がどの程度変化するのか、より安全な代替元素

がないかを調査している。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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